

アートでつなぐ・三重の文化創造事業実行委員会

「移動美術館・熊野市展、紀北町展」作品輸送・展示撤収等作業　仕様書

１．展覧会会期　
熊野市展　平成27年11月  3日（火・祝）～11月8日（日）
紀北町展　平成27年12月10日（木）～12月13日（日）

２．展覧会会場　
　熊野市展　熊野市文化交流センター　1F　交流ホール（熊野市井戸町６４３−２）

　紀北町展　紀北町立東長島公民館　1F　大集会室（北牟婁郡紀北町紀伊長島区東長島９１５−２）

３．作品輸送　（美術品輸送費、梱包材料費廃棄費等を含む）

　　　（１）点数については、別紙リスト参照。
　　　（２）輸送・展示日　三重県立美術館（津市大谷町11）→各会場
　熊野市展　平成27年11月2日（月）

　紀北町展　平成27年12月9日（水）

　※熊野市展、紀北町展の輸送・展示日より前に、梱包作業日を設ける。
（３）撤収・輸送日　各会場→三重県立美術館
　熊野市展　平成27年11月  9日（月）

　紀北町展　平成27年12月14日（月）

　※紀北町展の撤収・輸送日より後に、開梱作業日を設ける。

４．梱包・展示作業日時および人数
　＜熊野市展＞
三重県立美術館

　　　　　　平成27年10月下旬某日　　4人　午前9時から作品梱包作業

　　　　　　熊野市文化交流センター

　　　　　　平成27年11月2日（月）　6人　到着後（午後からを予定）作品展示作業

　　　　　　※会場の穴あきボード（1800×1200）の設置も含む

　＜紀北町展＞
　　　　　　三重県立美術館

　　　　　　平成27年11月下旬某日　　2人　午前9時から作品追加梱包作業（資材不要）

紀北町立東長島公民館

　　　　　　平成27年12月9日（水）　6人　到着後（午後からを予定）作品展示作業

　　　　　　※美術館蔵の赤パネル設置も含む

　　　　　　　
５．撤収・開梱作業日時および人数

　＜熊野市展＞
熊野市文化交流センター

　　　　　　　平成27年11月9日（月）　4人　到着後（午前10時頃～）、作品撤収作業

　　　　　　※穴あきボードの撤去、現状復帰も含む

　＜紀北町展＞
紀北町立東長島公民館

　　　　　　　平成27年12月14日（月） 6人　到着後（午前9時半頃～）作品撤収作業

　　　　　　※赤パネルの撤去、現状復帰も含む
三重県立美術館

　　　　　　　平成27年12月中旬某日　　4人　午前9時から作品開梱作業

　　　　　　　　　　　　

６．損害賠償保険　総額1億3466万円の損害賠償保険を付保すること。
７．履行期限　　契約日から平成27年12月25日（金）まで

８．その他

（１）作業は、美術品取扱いの専門研修を自社内で受講した実績、ならびに美術展覧会出品のために集荷先の各美術館の所蔵作品借り出し業務経験を有する美術品取扱い専門の正規雇用の職員が行うこと。

（２）美術作品の輸送には、盗難警報装置、荷物室空調設備、エアサスペンションを備え、担当学芸員が添乗可能な美術品専用車を用いること。なお、美術品専用車は、美術品輸送について研修を受けた正規雇用の運転手及び助手の2名体制で運行すること。

（３）新規箱作成の必要な作品は、必要に応じて事前下見を行い、指定仕様の箱を作成しておくこと。

（４）熊野市展と紀北町展の会期の間、一部の作品は梱包した状態で美術館にて保管するため、可塑剤を含む梱包材（エアキャップ）を、内装に使用しないこと。
（５）作品梱包は、所蔵美術館及び美術館が指定する梱包材料と梱包方法により、正規雇用の美術品取扱い専門の作業員が行うこと。

（６）本件に非正規雇用職員が従事する場合は、美術品取扱いの専門研修を自社内で受講した実績、ならびに自社において美術品取り扱い業務を500日以上経験した者に限ること。

（７）展示作業には、パネルや展示台の設置、照明器具の取りつけ・調整、キャプション類の設置等の関連作業も含む。

（８）撤収作業時には、パネルの解体、照明器具の取り外し、展示ケースの撤収等展示室復旧作業も含む。

（９）学芸員の立会いがないところでの作業は行わないこと。

（10）別紙リストの作品に加えて、彫刻用の台座2台、TVモニター（スタンド付。こちらも必要に応じて適切に梱包してください。）、美術館蔵の作品展示用赤パネル（パネルは紀北町会場のみ。既存箱あり。）も輸送すること。
